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〇　田中敦1)　内門ひさみ1)　竪山綾夏1)　青野麻耶1)　今村沙弥香1)　
　　飯干紀代子2)

　　　医療法人厚生会　小原病院 1)　志學館大学人間関係学部 2)

第43回日本高次脳機能障害学会　学術総会　仙台国際センター　
2019.11.28~29

　本演題発表に関連して、開示すべき
COI関係にある企業などはありません

第 4 3回　日本高次脳機能障害学会
学 術 総 会 C O I 開 示

筆頭演者名：　田中　敦

Speech Production Model （Levelt 1989）
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例） n軽度失語症者に概念化過程で取り上げた仕組
みを訓練方法とし、自発話の促通訓練を実施
した

n訓練後、会話における自発話の改善が見られ
たので結果と若干の考察をもって報告する



2019/12/6

2

n50歳代　女性
n医学的診断名：左中大脳動脈血栓症
n現病歴：胃癌OPE後、脳梗塞発症
　　　　  急性期リハ終了後、当院回復期
　　　　  リハ病棟にリハビリ目的にて転院
n既往歴：右中大脳動脈塞栓症
　　　　  胃癌

※対象者には研究の内容と目的を説明し、同意を得たうえで実施

脳画像所見　発症時DWI

R L

半卵円中心レベル側脳室体部レベル大脳基底核・視床レベル

n標準失語症検査（SLTA）　重症度：軽度　因子分析： 8点

nWAB失語症検査　流暢性8.5　理解9.65　復唱10　呼称9.4　　　　
失語指数（AQ）87.3/97.3（健常者）　　　　　　　　　　　　　
大脳皮質指数（CQ）89/96.3（健常者）

n構文検査　理解レベル： Ⅱ　産生レベル：Ⅲ　　　　　　　　　　　　　　　　
施設内の日常会話可能～職務上の簡単な会話が可能レベル

nMMSE：29点　RCPM：30点 

u理由・原因

「なぜ？」

抽象的思考で導き出す

u前提状況の把握

「ここは海です」

「海で魚を釣っています」

客観的に把握する

u結果：メッセージの生成

「期待外れで、がっかりして帰る」

視座

マクロ
プランニング

ミクロ
プランニング

Levelt （1989）

nSLTA補助テスト(以下、SLTA-ST)まんがの説明　
                                          段　階　           主題説明
　①釣り人と長靴　　　　　　　  ４　　　　         １
　②栗の木と子供　　　　　　　  ５　　　　         ２
　③黒猫と白猫　　　　　　　　  ３　　　　         １
　④鳥と鯨　　　　　　　　　  　２　　　　         ０

nクッキー泥棒　Myers式採点法　場面解釈概念割合： 27.27％
n文構成テスト　　レベル２　短い文で日常的な場面の想起可能

n病棟スタッフ日常会話アンケート （5段階評価　11名　訓練前・後）

　話を理解する能力（3項目）：50％（できたりできなかったり）
　話をする能力（3項目）：30～40％（あまりできないが、時々できる）
　　

言語検査

自主訓練

QOL評価
病棟スタッフ
アンケート

言語機能
訓練

概念化過
程訓練

語彙訓練
構文訓練
個人訓練　６０分 /１回　６回/１週間

情景画やまんがの説明課題、
ニュース、ドラマの課題

ドリル課題

SLTA初回評価 SLTA再評価 SLTA再々評価

話す理解能力：３項目、話す能力：３項目
５段階評価　スタッフ１１名によるもの

話す理解能力：３項目
話す能力：３項目

CADL
訓練 計算課題、書字課題、電話課題

発症から４か月

約１カ月間
個人訓練６０分/１回　６回/１週間
２４０課題
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易 難＜ 手 掛 か り な し ＞＜ 5W 1 h ＞ ＜コマを省く＞

難 易 度

１番目
　前提状況

２番目
　理　由

３番目
　主　題

課題例） uまんがの説明課題（訓練で用いなかった課題で効果の確認）
　SLTA-ST評価基準適用「主題を理解し、全体的な説明がなされていた」　１点

主題説明あり 主題説明なし

主題説明なし主題説明あり

訓練実施前
15課題

訓練実施後
15課題

Fisher直接確率検定　P=0.0328＊（P< .05)

Js-STAR Ver9.7.7

u病 棟 ス タ ッ フ の ア ン ケ ー ト 調 査
　（黒田らの実用言語評価表　 5段階評価　2003）

訓練実施前

訓練実施後

A　いつもできる、またはほとんどできる　　　　　　　　 100％
B　だいたいできるが、ときどきできないこともある　　　 60～70％
C　できたりできなかったりする　　　　　　　　　　　　 50％
D　あまりできないが、ときどきできることもある　　　　 30～40％
E    ほとんどできない、または、まったくできない                10~20％

A        B         C       D        E A        B         C       D        E

A        B         C       D        E A        B         C       D        E

話を理解する能力 話をする能力

uS L T A - S T 　 ま ん が の 説 明　
段階 主題の説明

訓練前 訓練後 訓練前 訓練後
①釣り人と長靴 ４ 6 １　 ２
②栗の木と子供 ５ 5 ２ ２
③黒猫と白猫 ３ 5 １ ２
④鳥と鯨 ２ 3 ０ ０

u文構成テスト
　レベル２：日常的場面で短い文で表現
　
　レベル３：複雑な文型の表現　

n軽度失語症者を対象に概念化過程の仕組みを訓練方法とし、自発話

の促通訓練実施後、会話における自発話の改善が示唆される

n訓練課題で、明確（定義特性理論）または類似性（プロトタイプ理

論）のある言葉で表現が可能、それは概念化過程の仕組みに沿って

産生されたからだと考える

n前提状況の把握に「5W1h」の質問による手がかりを与えることは、
視座を変える方法として有効的と考える

n日常場面の会話の改善は、概念化の仕組みを活用できるようになっ

たのではと考える

nスピーキングモデルの概念化過程の仕組みを用いることで、
話す内容を考える枠組みとして利用でき、その訓練課題や
評価を作成することが可能である

nまた、概念化過程を問題とする対象者を選択も可能である

n日常会話場面で、「5W1h」の質問は、意図的な発話を考え
る際の手掛かりとして活用できる


